東アジアから袋中の琉球言説を読む (〈特集2〉二〇一三年度研究会「琉球・薩摩と東アジア : 人と文物の往還」) by 小峯 和明 & コミネ カズアキ
東
ア
ジ
ア
か
ら
袋
中
の
琉
球
言
説
を
読
む
小
峯
和
明
Ⅰ
袋
中
の
経
歴
袋
中
（
一
五
五
二
〜
一
六
三
九
年
）
は
浄
土
宗
の
学
僧
で
、
弁
蓮
社
、
袋
中
良
定
と
い
う
。
磐
城
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
の
出
身
で
、
藩
が
改
易
に
あ
っ
て
出
奔
後
、
琉
球
に
三
年
間
滞
在
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
年
譜
で
示
し
て
お
こ
う
。
一
六
〇
二
年
、
厳
島
の
光
明
院
で
兄
以
八
に
会
う
（『
鷲
林
拾
葉
抄
』
識
語
）。
一
六
〇
三
〜
〇
六
年
、
琉
球
滞
留
。
帰
国
後
、『
琉
球
神
道
記
』『
琉
球
往
来
』
執
筆
。
帰
還
前
に
中
国
の
冊
封
使
・
夏
子
陽
渡
来
（『
使
琉
球
録
』）。
一
六
〇
八
年
、
山
崎
大
念
寺
で
『
琉
球
神
道
記
』
完
成
。『
琉
球
往
来
』
も
こ
の
前
後
か
？
一
六
〇
九
年
、
薩
摩
藩
、
琉
球
侵
略
。
一
六
一
一
年
、
京
都
三
条
の
檀
王
法
林
寺
に
。
関
東
に
護
送
さ
れ
る
尚
寧
王
と
再
会
。
一
六
二
四
年
、『
南
北
二
京
霊
地
集
』
撰
述
。
そ
の
他
、『
寤
寐
集
』『
題
額
聖

賛
』『
梵
漢
対
映
集
』『
説
法
明
眼
論
端
書
』『
当
麻
曼
荼
羅
白
記
』
『
仏
本
行
略
経
』『
天
竺
往
生
験
記
』
等
々
、
著
述
多
し
。
一
六
三
九
年
、
袋
中
没
、
八
十
八
歳
。
一
六
四
八
年
、『
琉
球
神
道
記
』
慶
安
版
刊
行
。
こ
と
に
薩
摩
藩
に
よ
る
琉
球
侵
略
前
夜
の
古
琉
球
の
面
影
を
伝
え
る
『
琉
球
神
道
記
』『
琉
球
往
来
』
の
二
著
は
評
価
が
高
い
。
前
者
は
琉
球
側
で
も
古
琉
球
を
知
る
第
一
級
資
料
に
遇
さ
れ
る
。
し
か
し
、
琉
球
帰
還
後
の
袋
中
の
人
生
は
四
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
そ
の
間
の
著
述
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
だ
研
究
は
充
分
進
ん
で
い
な
い
。
将
来
は
『
袋
中
全
集
』
の
結
集
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
袋
中
関
係
の
資
料
は
、
横
山
重
『
琉
球
神
道
記
』
角
川
書
店
版
（
一
九
七
〇
年
復
刊
、
初
版
・
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
六
年
）
の
労
作
に
つ
き
て
い
る
。
以
下
の
大
半
は
こ
れ
に
よ
る
が
、
引
用
の
際
の
付
訓
は
省
略
。
但
、『
琉
球
往
来
』
は
島
村
幸
一
「
袋
中
『
琉
球
往
来
』
の
研
究
」（
池
宮
正
治
・
小
峯
和
明
編
、
二
〇
一
〇
年
）
の
岩
瀬
文
庫
本
の
翻
刻
に
よ
り
、『
琉
球
国
由
来
記
』
は
角
川
書
店
版
に
よ
る
。
以
下
、『
琉
球
神
道
記
』『
琉
球
往
来
』
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
み
て
い
き
た
い
。Ⅱ
『
琉
球
神
道
記
』
の
世
界
ま
ず
『
琉
球
神
道
記
』
は
自
筆
稿
本
が
現
存
し
、
慶
安
版
本
と
は
微
妙
な
相
違
も
あ
る
。
自
筆
稿
本
の
序
を
引
用
し
よ
う
。
南
閻
浮
提
暘
谷
、
輪
王
所
化
下
、
琉
球
国
者
、
雖
為
海
中
小
嶋
、
而
神
明
権
迹
之
地
也
。
国
土
安
穏
而
、
災
厲
不
起
。
四
時
調
適
而
、
不
曾
見
萎
凋
之
相
。
殆
可
謂
仙
所
。（
略
）
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金
銀
珠
玉
ハ
無
陶
冶
満

。
綾
羅
錦
繍
ハ
不
擣
染
余
桁
。
甘
蔗
盛
瓶
、
浄
茗
収
壺
。
書
籍
筆
硯
、
絵
替
団
扇
、
随
意
随
取
。
都
テ
唐
山
・
倭
国
・
朝
鮮
・
南
蛮
之
商
客
之
所
致
也
。
是
併
和
光
之
恩
恵
者
乎
哉
。（
略
）
竊
摭
其
詞
、
恣
注
同
塵
之
徳
。
且
備
帰
国
不
忘
、
号
曰
琉
球
神
道
記
。
分
為
五
巻
。
総
而
為
知
器
界
之
濫
觴
、
挙
四
洲
為
第
一
巻
。
雖
神
祇
通
諸
邦
、
各
有
表
裏
。
竺
土
仏
国
、
震
旦
王
国
也
。
故
今
彰
其
一
而
、
釈
竺
土
為
第
二
。
挙
震
旦
為
第
三
。
次
挙
当
国
諸
伽
藍
本
尊
、
詮
垂
迹
之
本
地
、
以
為
第
四
。
後
正
挙
此
神
祇
為
第
五
矣
。
今
旅
敞
無
一
冊
書
、
不
能
閲
、
唯
写
愚
蒙
暗
記
而
、
為
佐
助
、
釣
鏁
以
倭
仮
字
、
骨
節
齟
齬
、
蓋
此
故
也
。
儻
漏
而
入
他

者
、
羞
慚
之
甚
也
。
于
時
、
大
明
万
暦
三
十
三
年
龍
集
乙
巳
四
月
之
望
日
也
。（
一
六
〇
五
年
）
琉
球
は
海
中
の
小
嶋
と
は
い
え
、「
神
明
権
迹
の
地
」
で
国
土
安
穏
、「
仙
所
」
と
も
目
さ
れ
、
金
銀
、
綾
羅
錦
繍
、
甘
蔗
、
書
籍
筆
硯
、
団
扇
等
々
、
物
が
豊
饒
に
あ
ふ
れ
か
え
る
理
想
郷
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
唐
山
・
倭
国
・
朝
鮮
・
南
蛮
之
商
客
」
に
よ
る
の
だ
と
す
る
。
ま
さ
に
東
ア
ジ
ア
の
海
洋
交
易
国
家
と
し
て
の
琉
球
の
地
政
学
が
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
構
成
も
示
さ
れ
、
巻
一
・
四
洲
、
巻
二
・
天
竺
、
巻
三
・
震
旦
、
巻
四
・
琉
球
伽
藍
本
尊
、
巻
五
・
琉
球
神
祇
と
な
る
。
世
界
全
体
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
、
琉
球
の
宗
教
、
寺
院
や
本
地
の
仏
か
ら
神
祇
へ
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
こ
の
序
文
か
ら
三
年
後
の
自
筆
稿
本
の
奥
書
は
、
此
一
冊
有
草
案
、
自
南
蛮
帰
朝
平
戸
、
至
中
国
、
於
石
州
湯
津
薬
師
堂
初
之
。
上
洛
之
路
中
、
船
中
而
書
之
、
於
山
崎
大
念
寺
終
之
。
集
者
袋
中
良
定
花
押
慶
長
十
三
年
十
二
月
初
六
云
爾
（
一
六
〇
八
年
）
と
あ
り
、
序
文
が
琉
球
の
明
の
冊
封
体
制
下
に
よ
る
中
国
年
号
で
あ
る
の
に
対
し
、
奥
書
は
和
年
号
と
な
っ
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
薩
摩
の
侵
略
の
前
年
に
当
た
る
。
草
稿
は
琉
球
か
ら
戻
っ
て
平
戸
を
経
由
し
て
山
陰
の
岩
見
の
湯
津
薬
師
堂
で
起
稿
さ
れ
た
と
い
う
。
湯
津
は
温
泉
と
と
も
に
岩
見
銀
山
も
近
く
、
交
易
の
良
港
と
し
て
栄
え
た
。
薬
師
堂
も
現
存
す
る
が
、
袋
中
と
の
つ
な
が
り
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
上
京
の
途
次
、
船
中
で
も
書
か
れ
、
山
崎
の
大
念
寺
で
完
成
し
た
と
い
う
。
ま
さ
に
旅
に
お
け
る
旅
の
筆
録
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
慶
安
版
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。
袋
中
没
後
の
九
年
後
で
あ
る
。
慶
安
元
孟
冬
仲
旬
二
条
通
玉
屋
町
村
上
平
楽
寺
開
版
（
一
六
四
八
年
）
『
琉
球
神
道
記
』
は
従
来
、
古
琉
球
を
知
る
資
料
と
し
て
主
に
巻
五
だ
け
が
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
テ
ク
ス
ト
全
体
を
読
ん
だ
こ
と
に
な
ら
な
い
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
全
体
像
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筑
土
鈴
寛
・
横
山
重
の
先
駆
的
な
研
究
を
受
け
た
、
近
年
の
渡
辺
匡
一
、
原
克
昭
ら
に
よ
る
袋
中
の
資
料
群
の
見
直
し
、
た
と
え
ば
『
題
額
聖

賛
』
な
ど
を
鍵
と
す
る
関
連
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
全
体
像
を
と
ら
え
か
え
す
気
運
が
開
け
て
き
た
と
い
え
る
。渡
辺
匡
一「
蛇
神
キ
ン
マ
モ
ン
―
―
浄
土
僧
袋
中
の
見
た
琉
球
の
神
々
」（
渡
辺
・
一
九
九
八
年
）
に
よ
れ
ば
、「
琉
球
が
「
釈
迦
一
仏
ノ
国
土
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」「
袋
中
は
、
自
ら
の
思
い
描
く
仏
国
「
琉
球
」
を
立
ち
現
す
べ
く
、
蛇
神
キ
ン
マ
モ
ン
に
向
か
い
合
う
」「
幻
想
の
中
の
「
仏
国
」
と
も
い
う
べ
き
「
琉
球
」
の
姿
」
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
と
す
る
。
巻
一
か
ら
全
体
の
関
連
づ
け
が
試
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
追
究
は
ま
だ
充
分
極
め
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
す
で
に
そ
の
一
端
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
再
度
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
の
展
開
を
俯
瞰
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
巻
一
は
「
三
界
事
」
と
し
て
、
仏
教
神
話
や
宇
宙
観
か
ら
な
り
、
須
弥
山
、
三
界
、
天
竺
開
闢
、
転
輪
聖
王
、
四
劫
な
ど
が
叙
述
さ
れ
る
。
『
倶
舎
論
』、『
悉
曇
蔵
』、『
釈
迦
譜
』、『
涅
槃
経
』、『
楞
厳
経
』
な
ど
の
典
拠
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
い
で
巻
二
は
、
天
竺
史
が
た
ど
ら
れ
、
仏
統
と
王
統
、
転
輪
聖
王
、
仏
伝
な
ど
が
続
く
。
１
過
去
七
仏
事
七
仏
釈
迦
譜
２
釈
迦
八
相
事
仏
伝
私
云
・
涅
槃
経
釈
迦
譜
、賢
愚
経
、大
権
経
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３
釈
迦
如
来
昔
縁
事
雪
山
童
子
涅
槃
経
４
仏
生
国
事
仏
国
、
二
仏
５
転
輪
聖
王
事
頂
生
大
集
経
６
仏
圀
殊
勝
事
龍
王
私
云
・（
法
然
伝
）
西
域
記
す
で
に
前
稿
で
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
天
竺
神
話
、
宇
宙
観
、
仏
伝
な
ど
の
琉
球
に
お
け
る
意
義
は
、
有
名
な
琉
球＝
龍
宮
説
を
は
じ
め
、
那
覇
の
語
源
を
「
阿
那
婆
達
多
龍
王
」
と
結
び
つ
け
た
り
、
海
洋
国
家
と
し
て
の
龍
宮
世
界
の
見
立
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
蔵
と
し
て
の
龍
宮
や
梵
字
の
起
源
と
し
て
の
龍
宮
な
ど
天
竺
世
界
を
根
拠
や
背
景
に
す
る
発
想
と
実
は
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
お
の
ず
と
天
竺
神
話
と
琉
球
神
話
と
が
共
鳴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
キ
ン
マ
モ
ン
（
君
真
物
）
な
ど
の
琉
球
固
有
の
神
名
や
歌
謡
の
お
も
ろ
、
ハ
ブ
よ
け
の
呪
文
な
ど
を
梵
字
で
書
く
こ
と
と
も
対
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
琉
球
音
を
表
記
す
る
の
に
、
仮
名
で
は
な
く
、
梵
字
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
も
と
も
と
『
梵
漢
対
映
集
』
な
ど
梵
字
の
悉
曇
学
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
袋
中
な
ら
で
は
の
創
意
が
み
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
仏
法
の
龍
宮
世
界
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
か
ら
も
お
の
ず
と
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、
琉
球
の
蛇
身
キ
ン
マ
モ
ン
を
龍
と
見
立
て
る
こ
と
で
天
竺
世
界
の
龍
と
合
致
さ
せ
、
仏
法
の
守
護
神
と
し
て
の
龍
神
、
す
な
わ
ち
仏
菩
薩
と
つ
ら
な
る
権
者
神
へ
転
移
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
『
琉
球
神
道
記
』
の
眼
目
が
あ
っ
た
。
巻
二
の
天
竺
世
界
で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
龍
を
め
ぐ
る
言
説
や
説
話
が
表
現
の
構
造
と
し
て
連
関
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
見
の
が
せ
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
巻
三
は
震
旦
史
で
、
中
国
の
地
勢
に
は
じ
ま
り
、
神
話
か
ら
明
ま
で
の
歴
史
が
た
ど
ら
れ
る
。
一
覧
で
示
し
て
お
こ
う
。
（
序
）
地
勢
１
盤
古
王
事
天
地
開
闢
２
歴
代
王
位
事
十
二
代
３
三
皇
事
女
媧
私
云
・
須
弥
四
域
経
４
五
帝
事
堯
舜
荘
子
５
十
四
代
事
記
載
ナ
シ
６
夏
禹
事
九
疇
八
卦
桀
禹
王
伝
、
書
伝
大
全
７
殷
湯
事
妲
己
、
九
尾
狐
私
云
・
殺
生
石
注
千
字
文
、
糸
竹
才
覚
草
、
釈
書
、
碧
岩
８
周
武
王
事
伯
夷
叔
斉
、
彭
祖
、
越
王
勾
踐
・
呉
王
扶
差
清
浄
法
行
経
、
頑
石
賦
９
秦
始
皇
帝
事
占
書
、
趙
高
１０
漢
高
祖
事
鴻
門
の
会
、
仏
法
伝
来
胡
曽
詩
、
注
千
字
文
１１
魏
文
帝
事
此
代
五
主
、
合
四
十
五
年
１２
晋
武
帝
事
竹
林
七
賢
１３
宋
武
帝
事
八
主
、
合
五
十
九
年
１４
斉
高
帝
事
達
磨
１５
梁
武
帝
事
宝
誌
、
恵
思
１６
陳
高
祖
事
四
主
、
合
三
十
九
年
１７
隋
文
帝
事
五
主
、
合
四
十
八
年
１８
唐
高
祖
事
玄
奘
、
楊
貴
妃
、
武
帝
排
仏
私
云
・
流
離
太
子
仏
祖
統
紀
１９
宋
太
祖
事
十
四
主
、
合
二
百
四
十
六
年
２０
大
元
太
祖
事
九
主
、
合
百
六
十
二
年
２１
大
明
太
祖
事
太
祖
以
来
今
ニ
至
マ
デ
十
三
主
、
合
二
百
三
十
七
年
即
此
万
暦
三
十
三
年
也
。
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こ
れ
も
前
稿
で
略
述
し
た
が
、
過
去
の
故
事
と
し
て
の
中
国
世
界
が
焦
点
に
あ
り
、
現
実
的
な
社
会
へ
の
認
識
は
薄
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
宋
元
明
へ
の
記
述
が
き
わ
め
て
簡
単
な
こ
と
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
天
地
開
闢
、
盤
古
神
話
か
ら
当
代
の
明
ま
で
通
史
的
な
配
列
は
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
近
現
代
史
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
故
事
、
言
い
換
え
れ
ば
物
語
と
し
て
の
震
旦
史
に
終
始
し
、
仏
法
伝
来
史
に
関
し
て
も
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
冊
封
・
朝
貢
体
制
の
現
実
を
投
影
す
る
よ
う
な
琉
球
と
の
交
流
に
関
し
て
も
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
が
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
み
れ
ば
、
宋
元
明
を
立
項
し
た
だ
け
で
も
ま
だ
現
代
史
へ
の
視
界
を
み
せ
て
は
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
袋
中
が
琉
球
に
渡
る
頃
に
は
す
で
に
明
は
疲
弊
し
て
お
り
、
袋
中
が
当
代
の
中
国
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
記
述
が
最
も
多
い
の
は
、
８
「
周
武
王
事
」、
つ
い
で
１０
「
漢
高
祖
事
」。
７
「
殷
湯
事
」
も
多
い
が
、
九
尾
狐
の
説
話
で
あ
り
、
後
半
は
関
連
す
る
日
本
の
『
玉
藻
』
や
中
国
『
碧
厳
録
』
の
破
竈
堕
和
尚
の
話
題
に
な
る
。
ま
た
、
１８
「
唐
高
祖
事
」
は
、
後
半
は
天
竺
の
流
離
太
子
の
仏
法
迫
害
の
話
で
、
袋
中
の
叙
述
の
連
想
展
開
の
あ
り
よ
う
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
引
用
書
で
は
、
偽
経
と
し
て
知
ら
れ
る『
清
浄
法
行
経
』
や
幼
学
書
系
の
『
胡
曽
詩
』、『
注
千
字
文
』
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
天
竺
・
震
旦
・
日
本
と
い
う
伝
統
的
な
三
国
観
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
日
本
を
琉
球
に
す
り
替
え
て
、
あ
ら
た
に
提
示
さ
れ
た
の
が
袋
中
の
琉
球
三
国
観
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
と
琉
球
が
入
れ
替
わ
っ
た
だ
け
の
世
界
観
で
あ
り
、
す
り
替
え
ら
れ
た
日
本
は
し
ば
し
ば
「
私
云
」
で
対
比
さ
れ
る
「
倭
」
の
世
界
に
厳
然
と
存
在
す
る
。「
私
云
」
に
よ
る
相
対
化
も
ま
た
、
発
想
の
主
体
や
起
点
が
常
に
日
本
に
あ
る
こ
と
の
再
提
示
で
あ
る
。
既
定
の
三
国
観
を
援
用
し
つ
つ
日
本
が
琉
球
を
も
取
り
込
め
た
世
界
観
を
確
立
す
る
前
提
と
も
な
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
も
と
よ
り
袋
中
が
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
琉
球
の
仏
国
土
の
確
立
を
追
究
な
い
し
追
認
す
る
過
程
で
そ
の
よ
う
な
世
界
観
に
向
か
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
言
説
の
自
律
的
展
開
の
次
元
で
あ
る
。
ま
た
、
袋
中
が
叙
述
の
端
々
に
み
せ
る
現
実
的
な
琉
球
認
識
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も
す
で
に
く
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
、
以
下
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
又
我
旅
邸
ノ
隣
家
ニ
信
士
ア
リ
。
春
ノ
中
、
語
テ
云
、「
唐
船
来
ル
ニ
ハ
先
タ
テ
香
ア
リ
」。
夏
ノ
中
、
語
云
、「
奇
哉
、
唐
船
ノ
香
ア
リ
」
ト
。
果
シ
テ
旬
ヲ
過
テ
、
欽
差
船
来
ル
。
日
ヲ
数
レ
バ
、
彼
出
船
ノ
比
ナ
リ
。
尚
寧
王
封
王
ノ
時
ナ
リ
。
此
人
総
ジ
テ
、
言
バ
微
ニ
至
ル
。
余
事
ア
リ
略
ス
。（
巻
五
・
３０
）
②
又
、
我
住
セ
シ
内
ニ
、
大
ナ
ル
落
書
ア
リ
。
王
者
・
諸
官
ヲ
毀
ル
。
是
ヲ
顕
ニ
力
ナ
シ
。
弁
岳
ニ
、
二
七
日
日
、
詣
シ
テ
、
諸
官
一
同
ニ
祈
ル
。
日
満
テ
自
託
ノ
人
ア
リ
シ
。
其
一
類
遠
島
セ
ラ
ル
。
尚
寧
王
ノ
時
ナ
リ
。（
巻
五
・
１９
）
③
又
見
ル
ニ
、
世
俗
、
履
ヲ
着
ズ
、
簑
笠
ヲ
用
ザ
ル
コ
ト
、
密
以
ハ
是
国
初
也
。
故
ニ
人
形
モ
大
也
。
髪
鬚
モ
多
シ
。
惣
ジ
テ
物
ニ
工
ナ
シ
。
心
ロ
朴
也
。
内
証
神
慮
カ
ト
見
ユ
。
或
秘
書
ニ
（
麗
気
十
巻
ア
リ
）、
左
手
ハ
定
ナ
レ
バ
、
是
ヲ
天
道
ニ
名
ク
。
右
手
ハ
恵
ナ
レ
バ
人
道
。
左
足
ハ
鬼
也
。
右
足
ハ
畜
也
。
諸
神
多
ク
ハ
、
鬼
畜
也
ト
云
。
可
惜
、
此
末
変
ジ
テ
、
宮
室
ヲ
美
麗
シ
、
衣
服
ニ
文
シ
、
舟
車
ヲ
飾
ラ
ン
。
拙
キ
智
恵
ニ
誇
リ
、
空
キ
勇
兵
ヲ
好
マ
バ
、
恐
ラ
ク
ハ
衰
微
ノ
相
ナ
ル
ベ
シ
。
三
皇
枝
ニ
栖
、
鵜
草
葺
不
合
世
コ
ソ
恋
ケ
レ
。（
巻
五
・
２７
）
④
又
、
予
、
折
ヲ
得
レ
バ
、
中
山
府
ニ
至
。
又
有
時
、
山
々
ノ
景
気
、
浦
々
ノ
眺
望
ニ
臨
テ
、
止
ン
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
卑
懐
ヲ
吐
。
瀟
湘
ノ
題
ヲ
仮
テ
八
首
ヲ
呈
ス
。
只
是
、
一
時
ノ
慰
也
。
亦
、
慚
愧
ヲ
忘
テ
此
ニ
書
ス
。（
巻
五
・
３２
）
以
下
、
①
は
冊
封
使
船
到
来
を
め
ぐ
る
予
見
譚
で
、
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
〇
六
年
五
月
で
あ
り
、
袋
中
が
こ
れ
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
叙
述
全
体
の
語
り
の
現
在
に
か
か
わ
る
。
②
は
王
や
諸
官
を
批
判
し
た
落
書
を
め
ぐ
る
事
件
で
、
政
情
不
安
を
直
截
に
示
す
。
薩
摩
と
の
緊
張
が
背
後
に
あ
る
こ
と
は
ま
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ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
③
は
華
美
な
風
俗
を
批
判
す
る
も
の
で
、
琉
球
衰
微
の
予
見
。
「
空
シ
キ
勇
兵
」
と
い
う
表
現
に
、
薩
摩
の
侵
略
と
の
関
連
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
④
は
巻
末
に
み
る
瀟
湘
八
景
に
な
ぞ
ら
え
た
幻
想
の
琉
球
八
景
。
序
文
の
「
名
中
山
府
。
景
該
於
八
、
隅
離
于
三
」
に
対
応
す
る
。
後
年
の
葛
飾
北
斎
の
琉
球
八
景
に
つ
な
が
る
が
内
容
は
異
な
る
。『
中
山
伝
信
録
』
な
ど
冊
封
使
録
に
も
こ
の
種
の
八
景
は
み
ら
れ
る
。「
一
時
ノ
慰
」
や
「
慚
愧
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
薩
摩
侵
略
へ
の
感
慨
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
か
。
Ⅲ
『
琉
球
往
来
』
と
東
ア
ジ
ア
つ
い
で
『
琉
球
往
来
』
を
み
よ
う
。
こ
れ
も
以
前
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
琉
球
神
道
記
』
と
全
く
対
照
的
な
歩
み
を
み
せ
る
。
同
じ
頃
、
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
は
ず
だ
が
、『
琉
球
神
道
記
』
は
自
筆
本
が
残
り
、
公
刊
も
さ
れ
た
の
に
反
し
、『
琉
球
往
来
』
は
な
ぜ
か
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
袋
中
の
伝
記
に
は
、『
琉
球
神
道
記
』
と
並
ん
で
書
名
は
つ
と
に
み
ら
れ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
一
般
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
写
本
の
本
奥
書
に
い
う
、「
慶
長
八
年
癸
卯
当
大
明
万
暦
三
十
一
年
頃
、
琉
球
国
三
年
在
留
内
、
依
那
覇
港
馬
氏
高
明
所
請
作
之
」
と
あ
り
、『
琉
球
神
道
記
』
と
同
じ
一
六
〇
三
年
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
識
語
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
文
化
六
己
巳
年
十
二
月
、
於
京
師
得
之
蔵
伴
信
友
。
一
八
〇
九
年
十
二
月
に
京
都
で
幕
末
の
国
学
者
と
し
て
名
高
い
伴
信
友
が
手
に
入
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
今
日
伝
わ
る
写
本
の
大
半
は
こ
の
識
語
を
と
も
な
う
か
ら
、
信
友
識
語
本
以
前
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
信
友
が
発
見
す
る
ま
で
、
実
に
二
百
年
間
も
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
近
代
に
入
っ
て
も
本
書
が
省
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
横
山
重
『
琉
球
神
道
記
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
六
年
）
で
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
ま
で
不
遇
は
続
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
沖
縄
に
本
書
が
伝
わ
っ
た
の
も
横
山
本
以
降
と
み
て
よ
い
。
近
年
、
池
宮
正
治
・
島
村
幸
一
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
書
誌
、
伝
本
研
究
や
解
題
、
注
釈
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小
峯
・
池
宮
編
、
二
〇
一
〇
年
）。
実
に
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
と
い
え
る
。
以
下
、
東
ア
ジ
ア
の
交
流
に
関
す
る
部
分
を
摘
記
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
日
本
と
の
関
係
で
は
、
す
で
に
着
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
連
歌
一
会
」「
当
世
連
歌
式
目
、
古
今
、
万
葉
、
伊
勢
物
語
、
新
古
今
集
、
至
千
載
集
」（
上
１
）
な
ど
の
古
典
や
連
歌
、「
立
華
事
」「
汲
池
坊
清
波
」「
堺
茶
名
人
」（
上
２
）、「
宇
治
、
栂
尾
」「
熊
茶
、
相
良
、
宮
内
、
茶
千
台
、
栗
野
神
生
茶
」（
上
６
）
な
ど
の
立
花
、
茶
の
湯
な
ど
当
代
の
文
化
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
立
花
や
茶
の
湯
に
関
し
て
は
、
琉
球
側
の
資
料
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
中
国
に
関
し
て
は
、
砂
糖
や
蜜
が
「
震
旦
到
来
」（
上
５
）、
書
籍
に
つ
い
て
も
「
毛
詩
、
尚
書
、
礼
記
、
周
易
、
左
伝
」
の
五
経
、「
公
羊
伝
、
穀
梁
伝
」
を
加
え
た
七
経
、「
周
礼
、
義
礼
」
の
九
経
。「
論
語
、
孝
経
」
の
十
一
経
に
「
老
子
、
荘
子
」
の
十
三
経
が
明
示
さ
れ
、「
今
日
着
岸
唐
人
、
長
講
談
」
と
あ
る
。
中
国
の
居
留
地
で
も
あ
っ
た
久
米
村
の
天
妃
殿
の
学
校
の
こ
と
も
出
て
く
る
。「
此
国
振
古
、
大
国
有
進
貢
。
雖
為
澆
季
、
此
式
不
可
怠
」
と
中
国
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
が
強
調
さ
れ
る
（
上
７
）。
別
に
「
二
倫
行
実
一
帖
」「
右
新
渡
之
書
籍
」（
上
１５
）
な
ど
も
み
え
る
。
な
か
で
も
有
名
な
条
が
以
下
の
例
で
あ
る
。
来
歳
、
大
明
之
勅
使
来
降
、
奉
庶
幾
者
也
。
因
玆
武
具
御
尋
候
歟
。
我
祖
祢
雖
有
其
畜
、
至
于
愚
身
、
油
断
失
墜
。
無
念
之
至
候
。
当
座
纔
所
残
者
、
重
藤
、
塗
籠
、
縷
裏
之
弓
、
五
百
張
、
加
弦
了
。（
略
）
銃
大
小
二
百
挺
、
尚
銃
子
硝
薬
、
当
一
一
前
。（
上
１２
）
「
大
明
之
勅
使
」
と
は
、
冊
封
使
の
こ
と
で
、
直
接
に
は
袋
中
滞
在
時
の
夏
子
陽
の
こ
と
を
さ
す
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
武
器
・
武
具
の
調
達
に
ふ
れ
、「
張
良
兵
法
、
頼
義
相
伝
之
訓
閲
」「
近
代
以
天
賦
書
一
巻
」
な
ど
の
兵
法
書
に
も
言
及
す
る
。
薩
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摩
と
の
緊
張
関
係
を
意
識
し
た
一
節
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。夏
子
陽
の『
使
琉
球
録
』
に
は
、
日
本
と
琉
球
と
の
緊
張
関
係
が
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
渡
唐
船
艤
事
、
然
遣
唐
船
時
先
送
表
」「
造
船
者
任
材
木
出
所
、
大
嶋
可
申
付
候
」
と
、
唐
船
仕
立
て
を
奄
美
か
ら
調
達
す
る
例
な
ど
も
み
え
る
（
上
１１
）。
同
じ
条
に
は
、
伽
藍
の
補
修
や
僧
徒
の
供
物
に
ふ
れ
、「
涅
槃
会
供
備
菜
、
浴
水
洗
湯
料
、
盂
蘭
盆
百
味
五
菜
、
二
季
彼
岸
盛
物
、
仏
名
会
奠
供
事
」
等
々
、
仏
事
の
年
中
行
事
も
説
か
れ
る
。
琉
球
王
国
の
往
事
、
こ
の
よ
う
な
仏
事
も
国
家
的
な
行
事
と
し
て
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
の
ば
せ
る
。
国
家
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
一
般
に
浸
透
し
な
か
っ
た
た
め
に
残
存
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
涅
槃
会
で
い
え
ば
、『
琉
球
国
由
来
記
』
に
こ
れ
も
有
名
な
図
像
例
が
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
一
「
波
上
山
護
国
寺
」
１１
「
画
幅
」
釈
尊
涅
槃
像
壱
幅
両
界
二
幅
但
、
前
住
持
、
頼
慶
和
尚
為
私
物
。
大
清
順
治
十
八
年
辛
丑
九
月
日
、
奏
公
朝
、
為
伽
藍
公
物
。
俗
伝
、
朝
鮮
国
画
師
云
。
（
一
六
五
五
年
）
八
相
八
幅
頼
昌
法
印
住
職
之
時
、
奏
公
朝
、
調
達
之
也
。
日
本
洛
陽
画
師
也
。
熊
野
権
現
縁
起
三
巻
于
時
文
明
九
年
丁
酉
二
月
二
十
一
日
、
博
多
信
心
大
施
主
茂
家
、
三
司
官
浦
襲
大
臣
、
池
城
大
臣
、
沢
子
大
臣
、
座
主
宥
厳
。
（
一
四
七
七
年
）
嘉
靖
四
十
一
年
壬
戌
季
夏
大
吉
祥
日
（
一
五
六
二
年
）
波
の
上
権
現
の
護
国
寺
に
十
七
世
紀
の
涅
槃
図
や
両
界
曼
荼
羅
図
が
あ
り
、
八
幅
の
仏
伝
の
八
相
図
も
あ
っ
た
と
い
う
。
涅
槃
図
は
朝
鮮
、
八
相
図
は
京
都
で
作
ら
れ
、
さ
ら
に
十
五
世
紀
の
「
熊
野
権
現
縁
起
」
三
巻
も
あ
り
、
博
多
の
茂
家
と
三
司
官
、
住
持
の
宥
厳
ら
の
寄
進
に
よ
る
と
い
う
。
文
明
年
間
の
絵
巻
と
す
れ
ば
か
な
り
古
い
も
の
で
、
残
念
な
が
ら
も
と
よ
り
現
存
し
な
い
が
着
目
に
値
す
る
。
東
ア
ジ
ア
の
交
流
を
し
の
ば
せ
る
作
例
の
数
々
で
あ
り
、
涅
槃
図
や
八
相
図
は
、
涅
槃
会
や
灌
仏
会
な
ど
の
行
事
の
際
に
披
露
さ
れ
、
絵
解
き
な
ど
も
行
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
、「
爾
当
秋
中
、
依
進
貢
渡
船
、
入
唐
一
見
之
旨
候
」
と
し
て
、
天
竺
か
ら
中
国
（
摩
騰
、
法
蘭
）、
日
本
へ
（
善
無
畏
、
達
磨
、
菩
提
仏
哲
）、
中
国
か
ら
天
竺
（
法
顕
、
玄
奘
）、
日
本
へ
、
あ
る
い
は
日
本
か
ら
中
国
（
最
澄
、
空
海
、
栄
西
、
道
玄
、
重
源
）
へ
、
さ
ら
に
は
天
竺
へ
渡
ろ
う
と
し
た
僧
（
真
如
法
親
王
、
三
井
慶
祚
）
の
名
前
も
列
挙
さ
れ
る
（
下
１６
）。
つ
い
で
、「
烟
草
事
」（
下
２５
）
で
は
、
右
出
自
南
蛮
国
、
入
諸
国
、
賓
客
饗
応
之
興
也
。
剤
用
細
、
烟
筒
専
掃
除
。
或
為
毒
、
或
為
薬
。
人
有
寒
暑
、
禁
好
可
依
気
。
本
草
不
見
、
好
悪
難
定
、
唯
一
座
一
薫
而
、
為
談
笑
具
者
也
。（
漳
州
↓
宗
波
先
生
）
と
、
本
草
書
に
み
え
な
い
南
蛮
渡
来
の
煙
草
の
こ
と
に
も
ふ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
三
２９
「
煙
草
」
で
は
、
当
国
、
万
暦
年
中
、
従
薩
州
帯
来
、
始
栽
之
者
歟
。
倭
国
、「
慶
長
十
年
ニ
、
始
テ
日
本
ニ
渡
ル
」
ト
云
フ
。「
其
後
、
諸
人
是
ヲ
賞
飲
ス
。
タ
バ
コ
ト
ハ
、
和
訓
ニ
ア
ラ
ズ
。
漳
州
府
志
、
蓬
渓
類
説
ニ
淡
婆
姑
ト
称
ス
。
本
草
洞
詮
第
九
ニ
云
、
煙
草
、
一
名
ハ
相
思
草
。（
略
）
の
よ
う
に
、
日
本
と
の
か
か
わ
り
で
説
か
れ
る
。
万
暦
は
袋
中
の
時
代
で
あ
り
、
慶
長
十
年
は
ち
ょ
う
ど
『
琉
球
神
道
記
』
の
序
文
の
年
記
の
時
点
に
相
当
す
る
。『
琉
球
往
来
』
で
は
本
草
書
に
な
い
と
い
う
が
、『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
「
本
草
洞
詮
」
な
る
資
料
が
引
用
さ
れ
る
。
以
上
、
片
々
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
琉
球
を
軸
に
し
た
東
ア
ジ
ア
の
交
流
を
し
の
ば
せ
る
具
体
例
の
数
々
で
あ
り
、
す
べ
て
が
往
来
物
特
有
の
偽
作
性
を
と
も
な
う
と
は
い
え
、
全
く
の
想
像
や
創
作
で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
実
的
な
も
の
を
ふ
ま
え
る
か
ら
こ
そ
読
者
と
表
現
世
界
を
共
有
で
き
る
わ
け
で
、
袋
中
の
体
験
や
見
聞
を
ふ
ま
え
て
仮
構
さ
れ
た
往
来
物
と
し
て
も
っ
と
読
み
込
ま
れ
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
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Ⅳ
『
寤
寐
集
』
の
夢
記
か
ら
『
琉
球
神
道
記
』『
琉
球
往
来
』
以
外
に
袋
中
の
書
き
残
し
た
も
の
に
も
、
琉
球
や
東
ア
ジ
ア
に
か
か
わ
る
記
事
が
散
見
す
る
。
夢
の
記
で
あ
る
『
寤
寐
集
』
は
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
。
琉
球
に
渡
る
前
後
で
あ
ろ
う
か
、
薩
摩
の
周
行
の
際
、
梶
木
の
政
所
別
当
の
佐
渡
介
が
念
仏
の
信
者
だ
っ
た
が
、
乱
心
し
た
の
を
袋
中
が
十
念
を
授
け
、
治
療
す
る
話
題
（
８
）、
あ
る
い
は
九
州
周
行
で
善
導
寺
貞
把
が
古
墳
の
火
災
を
消
す
の
に
観
経
を
使
う
話
題
（
２８
）
な
ど
が
あ
り
、
薩
摩
や
九
州
の
話
が
み
え
る
の
も
目
を
引
く
。
琉
球
に
関
し
て
は
二
例
み
え
る
。
９
琉
球
ニ
馬
光
明
ト
云
人
、
我
ニ
親
シ
シ
。
其
孫
生
レ
テ
以
来
、
鳴
コ
ト
ナ
シ
。
乳
ヲ
飲
計
ナ
リ
。
惣
ジ
テ
無
生
ノ
様
ナ
リ
。
ヤ
ガ
テ
死
セ
ン
ト
テ
悲
マ
ル
。
頻
ニ
我
ヲ
頼
故
ニ
、
一
夜
行
テ
、
身
ニ
文
ヲ
書
、
又
文
ヲ
守
ニ
ス
。
其
朝
ヲ
待
テ
鳴
出
タ
リ
ト
テ
喜
ブ
。
其
末
ハ
文
ニ
。
３４
先
ニ
琉
球
国
ニ
シ
テ
、
夢
ニ
、
我
広
野
ヲ
行
ク
。
竹
林
ニ
堂
ア
リ
。
中
尊
ハ
摺
本
ノ
大
日
ノ
曼
荼
羅
、
脇
ハ
弘
法
大
師
、
聖
法
尊
師
也
。
拝
シ
テ
帰
ン
ト
ス
ル
ニ
、
大
師
右
ノ
手
ヲ
挙
テ
、
物
ヲ
言
、
即
衣
ノ
袖
ヲ
切
テ
我
ニ
給
フ
。
我
感
ジ
テ
泣
帰
ル
。
林
ヲ
出
テ
見
レ
バ
、
墨
染
ノ
衣
ノ
一
幅
半
ヲ
切
テ
三
角
ナ
リ
。
我
高
声
ニ
感
啼
ト
思
テ
覚
。
良
忠
ノ
本
地
ナ
ド
、
今
思
合
テ
、
此
夢
ヲ
次
グ
。
其
先
種
々
ア
リ
。
後
者
は
琉
球
滞
在
時
に
見
た
夢
で
、
広
野
の
竹
林
の
堂
内
で
大
日
の
曼
荼
羅
図
の
脇
の
弘
法
大
師
像
が
右
手
を
あ
げ
て
何
か
言
い
、
衣
の
袖
を
切
っ
て
与
え
た
、
林
を
出
る
と
墨
染
め
の
衣
が
三
角
に
切
れ
て
い
た
と
い
う
。
琉
球
の
地
と
は
特
に
関
連
性
が
な
い
が
、
一
方
の
前
者
は
琉
球
の
友
人
馬
光
明
の
孫
が
泣
か
な
か
っ
た
の
を
護
符
を
書
い
て
や
っ
た
と
こ
ろ
泣
き
出
し
た
と
い
う
も
の
。
馬
光
明（
幸
明
、
高
明
と
も
）
の
名
は
『
琉
球
神
道
記
』
版
本
の
序
に
も
み
え
る
。
爾
ニ
有
国
士
彼
国
三
位
馬
幸
明
ト
云
人
、
語
我
云
、「
吾
雖
神
国
、
昔
ヨ
リ
未
有
其
伝
記
。
願
ハ
記
之
」。
云
、「
我
ハ
他
邦
ナ
リ
。
何
ゾ
知
国
事
」。
明
云
、「
我
粗
聞
ク
、
所
不
記
、
問
知
人
」。
請
コ
ト
頻
ナ
リ
。
故
ニ
諾
ス
。
昵
懇
の
関
係
に
あ
っ
た
馬
幸
明
の
要
請
で
書
い
た
と
い
う
こ
の
部
分
は
、『
琉
球
神
道
記
』
成
立
の
直
接
的
な
契
機
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
な
ぜ
自
筆
稿
本
に
な
く
、
版
本
だ
け
に
あ
る
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
版
本
刊
行
時
に
は
袋
中
は
す
で
に
故
人
で
あ
る
か
ら
、
版
本
公
刊
時
で
は
な
く
、
も
っ
と
前
の
段
階
で
加
筆
さ
れ
た
自
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、現
存
稿
本
は
加
筆
前
の
段
階
か
、あ
る
い
は
す
で
に
あ
っ
た
こ
の
部
分
を
削
除
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
書
名
の
明
示
の
前
の
「
且
備
帰
国
不
忘
」
と
い
う
一
節
は
、
稿
本
に
あ
っ
て
版
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。
い
か
に
も
旅
の
途
次
で
書
い
た
臨
場
感
を
思
わ
せ
る
く
だ
り
で
あ
り
、
刊
本
で
は
も
は
や
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
薄
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
馬
幸
明
の
要
請
は
本
書
形
成
の
契
機
と
し
て
あ
り
、
種
々
の
知
識
情
報
が
幸
明
か
ら
袋
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
は
た
し
て
袋
中
は
完
成
し
た
写
本
を
馬
幸
明
に
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
刊
本
序
の
馬
幸
明
の
要
請
明
記
は
テ
ク
ス
ト
が
琉
球
に
届
く
の
を
意
識
し
て
記
載
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
寤
寐
集
』
は
袋
中
と
幸
明
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
、『
琉
球
神
道
記
』
刊
本
序
の
幸
明
の
存
在
感
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
琉
球
往
来
』
本
奥
書
に
も
「
那
覇
港
馬
氏
高
明
」
と
み
え
る
。
馬
幸
明
は
双
方
の
テ
ク
ス
ト
の
成
立
の
機
縁
を
な
し
た
人
物
で
は
あ
る
が
、
琉
球
側
の
資
料
か
ら
は
人
物
を
特
定
で
き
な
い
。
『
琉
球
神
道
記
』
刊
本
序
の
「
国
士
、
彼
国
三
位
」
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
儀
間
真
常
だ
と
の
説
も
あ
る
が
、
決
め
手
を
欠
い
て
い
る
。
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宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
三
月
二
十
四
日
、
弥
陀
堂
入
仏
の
節
の
早
筆
書
写
と
い
う
如
来
寺
本
『
袋
中
上
人
伝
』
識
語
に
も
、
袋
中
上
人
琉
球
国
主
黄
冠
馬
幸
明
ヨ
リ
御
持
参
茶
碗
一
ツ
、
七
賢
人
横
物
一
幅
。
袋
中
上
人
五
十
五
歳
時
入
唐
。
慶
長
九
年
、
岩
岡
邑
杢
兵
衛
上
人
之
跡
留
也
。
と
あ
る
。
馬
幸
明
か
ら
も
ら
っ
た
茶
碗
や
竹
林
の
七
賢
人
を
描
い
た
横
長
の
軸
物
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。『
寤
寐
集
』
は
そ
の
親
密
な
交
遊
を
知
り
う
る
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
寤
寐
集
』
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ル
ソ
ン
に
渡
っ
た
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
１０
魯
宋
ニ
テ
着
岸
ノ
時
、
其
国
ヨ
リ
海
中
ノ
船
ヲ
責
ト
云
。
又
海
中
ヨ
リ
国
ヲ
攻
ト
云
テ
大
ニ
乱
ス
。
敵
御
方
サ
ハ
ギ
乱
ル
。
我
、
船
中
ノ
人
々
ニ
告
云
、「
事
有
マ
ジ
」、
頻
リ
ニ
静
ム
。
其
ノ
如
ク
雑
説
ニ
シ
テ
、
明
日
ハ
一
和
ス
。
我
見
ヤ
ウ
ハ
、
達
磨
知
死
期
ナ
リ
。
人
皆
感
ズ
。
こ
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
、
袋
中
が
ル
ソ
ン
ま
で
行
っ
た
か
行
か
な
か
っ
た
か
、
議
論
が
あ
る
が
、
ほ
か
に
ル
ソ
ン
行
き
の
消
息
を
伝
え
る
資
料
は
み
ら
れ
な
い
。
ル
ソ
ン
関
係
は
下
記
の
袋
中
伝
系
の
文
言
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。
『
飯
岡
西
方
寺
開
山
記
』
此
年
入
唐
ノ
望
有
テ
、
郷
里
ヲ
去
テ
西
海
道
ニ
趣
テ
、
商
沽
便
船
ヲ
伺
、
漢
土
ノ
着
岸
ヲ
志
ザ
ス
ト
雖
ド
モ
、
彼
国
東
夷
ヲ
畏
テ
、
堅
ク
旅
船
ヲ
入
レ
ズ
。
故
呂
宋
南
蛮
遠
流
ヲ
凌
ギ
、
風
ニ
依
テ
琉
球
ニ
至
ル
ニ
、
彼
コ
ノ
人
崇
敬
シ
テ
、
請
ジ
テ
桂
林
寺
ニ
住
セ
シ
メ
、
一
国
挙
テ
知
徳
ト
称
シ
テ
、
化
ニ
随
ハ
ザ
ル
モ
ナ
シ
。
是
以
、
国
士
黄
冠
彼
国
三
位
馬
幸
明
ト
云
モ
ノ
、
神
書
ヲ
望
。
此
ノ
時
旅
敞
ナ
レ
バ
、
一
冊
ノ
書
ナ
シ
。
故
ニ
頻
ニ
之
ヲ
辞
ス
。

レ
ド
モ
、
懇
ニ
請
ル
記
ヲ
加
ヘ
、
佐
助
ス
ル
ニ
和
ト
仮
名
ト
ヲ
以
綴
、
五
巻
ヲ
作
て
、
琉
球
神
記
ト
名
。
間
訛
謬
ア
ル
ハ
請
書
ノ
故
ナ
リ
。
又
日
本
庭
訓
往
来
文
ヲ
乞
フ
。
是
以
、
児
童
ノ
為
、
琉
球
往
来
一
巻
ヲ
著
ハ
ス
。
『
袋
中
上
人
伝
』
上
人
五
十
二
歳
の
時
、
入
唐
の
望
あ
り
て
、
帝
幾
を
出
て
西
海
に
お
も
む
き
、
商
沽
の
便
船
を
待
て
唐
土
に
渡
ら
ん
と
期
す
。（
略
）
扠
折
節
、
便
船
の
あ
り
け
れ
ば
、
先
琉
球
に
渡
り
給
ひ
ぬ
。
呂
宋
南
蛮
の
商
船
を
頼
む
と
い
へ
ど
も
、
彼
国
の
人
は
日
本
を
東
夷
な
り
と
を
そ
れ
て
、
か
た
く
拒
み
て
乗
せ
ず
。
時
に
琉
球
の
国
主
、
黄
冠
馬
幸
明
、
上
人
の
徳
風
を
あ
ふ
ぎ
、
帰
仰
す
る
事
深
し
。
こ
れ
に
よ
て
、
上
人
を
城
外
の
桂
林
寺
に
安
住
せ
し
め
て
、
四
事
の
供
養
備
前
足
し
て
欠
く
こ
と
な
し
。
黄
冠
の
懇
請
に
よ
り
て
、
琉
球
神
道
記
、
並
琉
球
往
来
記
を
製
作
し
給
ふ
。
し
か
る
に
上
人
、
入
唐
の
本
意
遂
が
た
く
お
ぼ
し
け
れ
ば
、
数
々
帰
錫
を
催
し
給
へ
ど
も
、
か
の
国
の
緇
素
わ
り
な
く
と
ど
め
て
、
別
離
を
ゆ
る
さ
ざ
り
け
れ
ば
、
三
年
ま
で
は
桂
林
寺
に
住
持
し
給
へ
り
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
双
方
で
ル
ソ
ン
の
扱
い
に
微
妙
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
前
者
の
『
西
方
寺
開
山
記
』
で
は
、
中
国
行
き
を
志
し
た
が
、
着
岸
を
認
め
ら
れ
ず
、
ル
ソ
ン
南
蛮
の
途
次
に
風
に
よ
っ
て
琉
球
に
着
い
た
と
な
り
、
後
者
の『
袋
中
上
人
伝
』
で
は
、
琉
球
に
ま
ず
着
い
て
か
ら
、
ル
ソ
ン
南
蛮
の
商
船
に
乗
ろ
う
と
し
た
が
は
た
せ
な
か
っ
た
、
と
す
る
。
中
国
が
日
本
を
「
東
夷
」
と
し
て
恐
れ
た
と
い
う
の
は
、
袋
中
の
渡
琉
の
五
年
前
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
よ
っ
て
明
が
朝
鮮
に
援
軍
を
送
り
、
結
果
と
し
て
明
も
被
害
を
こ
う
む
り
疲
弊
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
の
『
袋
中
伝
』
の
方
が
理
に
か
な
っ
た
説
明
と
思
わ
れ
る
が
真
偽
の
程
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
袋
中
伝
記
に
ル
ソ
ン
の
こ
と
が
出
て
く
る
の
は
、
先
の
『
寤
寐
集
』
に
し
か
根
拠
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
『
寤
寐
集
』
の
本
文
を
み
る
と
、「
魯
宋
ニ
テ
着
岸
ノ
時
」
と
あ
り
、
上
陸
と
は
書
い
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
船
が
着
岸
の
際
、
船
か
ら
陸
を
攻
め
る
、
い
や
陸
か
ら
船
を
攻
め
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る
と
い
う
噂
が
飛
び
交
い
、
騒
ぎ
に
な
る
が
、
袋
中
が
事
は
起
き
な
い
と
説
得
し
、
は
た
し
て
翌
日
何
も
な
か
っ
た
、
達
磨
は
死
期
を
わ
き
ま
え
る
の
だ
と
言
い
、
皆
感
嘆
し
た
、
と
い
う
。
要
す
る
に
自
讃
談
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
実
際
の
出
来
事
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
仮
に
ル
ソ
ン
ま
で
行
っ
た
と
し
て
も
上
陸
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
寄
港
し
た
だ
け
と
み
な
せ
そ
う
で
あ
る
。
琉
球
か
ら
明
行
き
を
め
ざ
し
て
ル
ソ
ン
ま
で
流
れ
て
い
っ
た
の
か
、
琉
球
に
行
く
前
に
ル
ソ
ン
に
ま
で
船
が
行
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
い
ず
れ
に
も
解
釈
で
き
、
決
め
手
は
な
い
。
こ
と
に
夢
の
記
を
主
体
と
す
る
『
寤
寐
集
』
に
書
か
れ
た
だ
け
な
の
で
、
夢
の
出
来
事
の
可
能
性
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。
真
栄
平
房
昭
論
（
二
〇
〇
四
年
）
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
、
ル
ソ
ン
と
日
本
や
琉
球
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
う
い
う
国
際
情
勢
や
交
流
を
投
影
し
た
も
の
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
こ
と
だ
け
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
太
閤
記
』
巻
一
六
「
呂
尊
よ
り
渡
る
壺
之
事
」
に
み
る
、
名
高
い
呂
宋
助
左
右
衛
門
の
壺
を
め
ぐ
る
話
題
な
ど
と
も
響
き
あ
う
で
あ
ろ
う
。
泉
州
堺
津
菜
屋
助
右
衛
門
と
云
し
町
人
、
小
琉
球
呂
尊
へ
去
年
夏
、
相
渡
り
、
文
禄
甲
午
七
月
二
十
日
帰
朝
せ
し
が
、
其
比
、
堺
之
代
官
は
、
石
田
木
工
助
に
て
あ
り
し
故
、
奏
者
と
し
て
唐
の
傘
、
蝋
燭
千
挺
、
生
た
る
麝
香
二
疋
上
奉
り
、
御
礼
申
上
、
則
ち
真
壺
五
拾
、
御
目
に
懸
し
か
ば
、
事
外
御
機
嫌
に
て
、
西
之
丸
の
広
間
に
並
べ
つ
つ
、
千
宗
易
な
ど
に
も
御
相
談
有
て
、
上
中
下
段
々
に
代
を
付
さ
せ
ら
れ
、
札
を
お
し
、
所
望
之
面
々
、「
誰
々
に
よ
ら
ず
執
候
へ
」
と
被
仰
出
な
り
。
依
之
、
望
の
人
々
、
西
丸
に
祇
候
い
た
し
、
代
付
に
ま
か
せ
、
「
五
六
日
之
内
に
悉
取
候
て
、
三
つ
残
し
を
取
て
帰
侍
ら
ん
」
と
、
代
官
の
木
工
助
に
菜
屋
申
し
け
れ
ば
、
吉
公
其
旨
聞
召
、
其
代
を
つ
か
は
し
、「
取
て
置
候
へ
」
と
被
仰
し
か
ば
、
金
子
請
取
奉
り
ぬ
。
助
右
衛
門
、
五
六
日
之
内
、
徳
人
と
成
に
け
り
。（
新
古
典
大
系
）
堺
の
菜
屋
助
右
衛
門
こ
と
、
呂
宋
助
左
右
衛
門
が
文
禄
年
間
に
ル
ソ
ン
か
ら
戻
っ
て
壺
を
五
十
も
石
田
三
成
の
も
と
へ
持
参
し
、
こ
と
ご
と
く
商
っ
て
富
豪
と
な
っ
た
と
い
う
。
ル
ソ
ン
と
の
交
流
が
壺
に
象
徴
さ
れ
る
逸
話
で
あ
る
。
袋
中
が
実
際
に
ル
ソ
ン
に
行
っ
た
か
ど
う
か
の
議
論
で
は
な
く
、「
魯
宋
ニ
テ
着
岸
ノ
時
」
が
話
題
に
な
る
よ
う
な
言
説
そ
の
も
の
に
、
当
時
の
国
際
情
勢
や
異
文
化
交
流
の
姿
を
見
す
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
Ⅴ
琉
球
と
東
ア
ジ
ア
上
記
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
の
交
流
の
姿
は
、
琉
球
で
制
作
さ
れ
た
諸
書
に
も
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
十
八
世
紀
の
琉
球
文
化
の
精
粋
を
集
約
し
た
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
例
が
み
え
る
。
①
当
国
、
交
隣
国
、
何
世
代
始
乎
、
不
可
考
。
永
楽
年
間
、
尚
思
紹
王
世
代
、
暹
羅
国
、
朝
鮮
国
、
蘇
門
答
刺
国
、
満
刺
加
国
、
瓜
哇
国
等
、
為
隣
交
。
是
始
歟
。
（
巻
三
６５
「
交
隣
国
」）
②
時
咸
淳
年
間
、
有
禅
鑑
禅
師
者
。
不
知
何
処
人
。
嘗
乗
一
葦
軽
舟
。
飄
然
到
小
那
覇
津
。
俗
不
称
其
名
。
只
言
補
陀
洛
僧
也
。
蓋
朝
鮮
人
歟
。
且
扶
桑
人
歟
。
世
遠
。
詳
無
考
也
。（
巻
十
「
琉
球
国
諸
寺
旧
記
」）
③
原
、
夫
此
地
者
、
弘
治
十
五
年
壬
戌
之
間
、
自
従
朝
鮮
国
王
、
献
方
冊
蔵
経
於
吾
朝
也
。
始
卜
此
地
、
創
輪
蔵
、
以
収
之
也
。
然
而
至
于
万
暦
三
十
七
己
酉
、
堂
亦
老
朽
、
経
亦
散
失
。
而
咸
成
空
地
矣
。（
巻
十
「
天
徳
山
円
覚
寺
附
法
堂
」
７
「
肇
創
弁
財
天
女
堂
記
附
再
修
事
」）
④
私
聞
、
吾
朝
曾
航
海
、
屢
通
諸
国
也
。
所
以
者
何
哉
。
抑
余
聞
之
耆
老
云
、
一
為
堅
国
盟
、
一
亦
欲
財
賄
足
也
。
就
中
、
世
祖
尚
真
王
、（
略
）
且
度
於
若
干
之
僧
侶
也
。
当
此
時
也
、
朝
鮮
国
王
、
亦
匪
翅
布
仁
政
於
海
内
、
帰
心
於
仏
乗
、
要
使
率
土
浜
、
皆
得
窺
仏
祖
之
秘
謀
也
。
其
善
利
哉
也
。（
略
）
而
弘
治
十
五
壬
戌
之
間
、
朝
鮮
国
王
、
献
方
冊
蔵
経
於
吾
朝
也
。（
巻
十
・
同
１４
「
方
冊
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蔵
経
来
朝
記
」）
①
は
琉
球
王
国
の
覇
者
尚
巴
志
の
父
思
紹
の
代
か
ら
各
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
起
源
説
で
あ
り
、
さ
し
た
る
根
拠
は
な
く
、
交
流
が
活
発
な
現
在
か
ら
、
も
し
く
は
活
発
だ
っ
た
往
事
を
回
顧
し
て
、
そ
の
始
原
を
見
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
、
シ
ャ
ム
、
サ
マ
ダ
ラ
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ジ
ャ
ワ
等
々
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、『
歴
代
宝
案
』
な
ど
で
も
検
証
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
交
流
と
も
あ
わ
せ
た
、
幻
想
の
異
文
化
交
流
の
縮
図
で
も
あ
ろ
う
。
②
は
琉
球
に
漂
着
し
た
禅
鑑
禅
師
と
い
う
僧
が
琉
球
に
た
ど
り
つ
く
、
日
本
人
と
も
朝
鮮
人
と
も
い
わ
れ
る
。
正
体
不
明
の
得
体
の
知
れ
な
い
僧
形
の
人
々
は
い
ち
よ
う
に
補
陀
落
僧
と
呼
ば
れ
る
。
ま
さ
に
マ
レ
ビ
ト
で
あ
り
、
葦
に
乗
っ
て
渡
海
す
る
達
磨
の
イ
メ
ー
ジ
（『
釈
氏
源
流
』
他
）
が
祖
型
に
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
か
朝
鮮
か
と
い
う
識
別
法
に
お
の
ず
と
琉
球
と
の
位
置
関
係
が
表
れ
て
い
る
。
③
は
朝
鮮
と
の
交
流
に
お
け
る
一
切
経
の
寄
贈
で
あ
り
、
外
交
史
上
著
名
な
例
で
あ
る
。
経
蔵
と
し
て
の
弁
天
堂
の
盛
衰
が
説
か
れ
る
。
現
在
も
首
里
城
の
龍
潭
に
あ
る
堂
で
、
も
と
も
と
経
蔵
で
あ
っ
た
。
大
蔵
経
の
件
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
世
祖
八
年
正
月
条
（
一
四
六
二
年
）
に
、「
正
官
僧
円
吽
鞍
子
一
面
、
成
道
記
、
法
華
経
、
金
剛
経
、
翻
訳
名
義
、
証
道
歌
」
云
々
と
み
え
、
同
様
の
記
事
は
、
世
祖
十
三
年
八
月
条
（
一
四
六
七
年
）
な
ど
に
も
あ
る
。
一
切
経
や
漢
籍
類
を
朝
鮮
王
が
琉
球
の
使
者
に
寄
贈
す
る
も
の
で
、
外
交
上
の
重
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
以
下
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
か
ら
朝
鮮
と
琉
球
に
関
連
す
る
条
を
摘
記
し
て
お
こ
う
（『
朝
鮮
王
朝
実
録
琉
球
史
料
集
成
』
に
よ
る
）。
⑴
世
祖
八
年
二
月
（
一
四
六
二
年
）、
臣
拠
琉
球
国
図
問
、「
自
貴
国
至
日
本
所
経
島
名
、
及
国
内
頭
頭
地
名
」。
其
答
説
、
与
図
無
異
。
但
云
、「
自
朝
鮮
発
向
琉
球
国
、
則
従
日
本
西
辺
、
向
東
南
去
」。
此
言
与
図
各
異
。
臣
更
拠
図
問
、「
我
前
聞
従
日
本
西
辺
、
向
西
南
去
」。
答
曰
、「
向
西
南
去
、
則
江
南
路
也
」。
臣
拠
図
問
、「
扶
桑
、
瀛
州
、
羅
刹
国
、
大
身
、
大
漢
、
勃
楚
、
三
仏
斎
、
黒
歯
、
渤
海
、
尾
渠
等
国
所
在
処
」。
答
曰
、「
吾
未
曾
聞
見
、
但
吾
国
石
面
、
書
刻
瀛
州
。（
略
）」、
命
進
齎
来
天
竺
酒
。
⑵
世
祖
十
三
年
七
月
（
一
四
六
七
年
）、
侍
宴
、
正
使
以
天
竺
酒
進
。
上
曰
、「
汝
君
使
汝
等
、
以
輸
誠
款
、
多
致
礼
物
、
予
甚
嘉
悦
、
今
予
為
汝
君
、
起
座
飲
此
酒
」。
因
問
曰
、「
酒
名
天
竺
者
何
」。
答
曰
、「
此
酒
出
於
天
竺
国
、
故
名
之
」。
上
曰
、「
天
竺
国
在
何
方
、
汝
国
道
路
相
距
幾
何
、
且
汝
国
人
常
往
来
不
」。
対
曰
、「
天
竺
在
南
方
極
遠
、
与
我
国
未
得
相
通
、
但
至
其
境
上
」。
宴
罷
、
上
謂
宗
宰
曰
、「
此
非
天
竺
酒
也
、
天
竺
酒
固
不
如
是
、
彼
豈
料
我
之
知
其
非
天
竺
酒
也
。
必
自
多
欺
我
矣
」。
⑶
宣
祖
二
十
五
年
六
月
（
一
五
九
二
年
）、
秀
吉
貽
書
我
国
、
使
之
整
其
軍
馬
、
与
日
本
合
動
、
直
犯
上
国
、
我
国
挙
義
斥
絶
。
即
於
其
年
四
月
、
因
聖
節
使
金
応
南
之
行
、
具
由
奏
聞
、
中
朝
先
因
許
儀
後
亦
聞
倭
謀
、
令
我
国
要
結
暹
羅
、
琉
球
等
国
、
合
兵
征
勦
。
⑷
宣
祖
三
十
年
四
月
（
一
五
九
七
年
）、
自
前
天
朝
亦
多
論
議
。
或
言
、
失
朝
鮮
得
日
本
、
如
矢
弓
得
弓
、
或
謂
如
琉
球
、
安
南
等
国
、
則
不
必
救
、
朝
鮮
為
遼
左
藩
籬
。
⑸
光
海
君
二
年
四
月
二
十
日（
一
六
一
〇
年
）、
鄭
邦
慶
、
帰
自
日
本
、
供
云
、「
丁
酉
之
乱
、
被
虜
於
智
異
山
下
、
入
薩
摩
州
、
上
年
五
月
、
島
主
人
攻
琉
球
、
俘
其
王
而
来
、
又
遣
兵
数
千
。
量
其
田
土
」
云
。
⑹
同
・
十
二
月
二
十
六
日
、
晋
州
僧
六
恵
、
自
対
馬
出
来
、（
略
）
因
渡
海
、
削
髪
為
僧
、
住
在
宝
江
寺
。
今
始
出
来
、
日
本
事
情
、
則
在
薩
州
時
、
聞
原
秀
忠
往
襲
琉
球
国
、
虜
王
及
弟
来
、
送
于
家
康
之
際
、
国
王
弟
路
死
、
唯
国
王
往
繋
于
賊
都
矣
。
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⑴
は
世
祖
の
臣
下
が
琉
球
の
使
者
と
琉
球
国
図
を
め
ぐ
っ
て
航
路
に
つ
い
て
や
り
と
り
し
、
さ
ら
に
周
辺
の
諸
国
を
め
ぐ
っ
て
質
問
す
る
内
容
で
、
地
図
と
実
際
の
感
覚
や
知
識
と
の
ず
れ
や
差
異
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
渤
海
な
ど
す
で
に
滅
ん
だ
国
や
実
際
に
は
存
在
の
曖
昧
な
も
の
ま
で
含
ま
れ
る
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
も
近
い
も
の
が
混
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
「
天
竺
酒
」
が
出
て
く
る
が
、
次
の
⑵
で
、
世
祖
と
使
者
と
で
こ
の
「
天
竺
酒
」
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
。
世
祖
が
酒
の
由
来
を
尋
ね
、
使
者
が
天
竺
伝
来
と
応
え
る
や
、
天
竺
と
の
往
来
や
場
所
を
問
い
た
だ
し
、
使
者
が
は
る
か
に
南
方
の
遠
い
地
で
そ
の
境
く
ら
い
ま
で
し
か
行
っ
て
い
な
い
と
応
え
、
宴
が
終
わ
っ
て
か
ら
天
竺
酒
は
ニ
セ
モ
ノ
だ
、
自
分
を
だ
ま
そ
う
と
し
て
い
る
と
世
祖
が
宰
相
に
伝
え
た
と
い
う
。
ア
ジ
ア
の
異
文
化
交
流
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
興
味
深
い
が
、
こ
の
天
竺
酒
と
は
泡
盛
で
あ
ろ
う
。
⑶
は
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
ま
ず
明
が
秀
吉
の
侵
略
を
知
っ
て
、
朝
鮮
と
シ
ャ
ム
や
琉
球
を
含
む
連
合
軍
を
構
想
し
、
日
本
包
囲
網
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
⑷
は
明
に
と
っ
て
、
朝
鮮
が
最
も
重
要
で
、
琉
球
や
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
は
二
の
次
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
中
国
と
朝
鮮
と
の
地
続
き
の
関
連
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
地
政
学
の
典
型
例
と
い
え
る
。
⑸
、
⑹
は
薩
摩
の
琉
球
侵
略
を
め
ぐ
る
記
事
で
、
前
者
⑸
は
鄭
邦
慶
が
朝
鮮
半
島
南
部
の
著
名
な
智
異
山
で
秀
吉
軍
の
捕
虜
に
な
り
、
薩
摩
に
護
送
さ
れ
、
そ
こ
で
薩
摩
の
琉
球
侵
略
を
知
り
、
翌
年
帰
還
し
て
そ
の
情
報
を
語
っ
た
と
い
う
も
の
。
王
が
捕
虜
と
な
り
、
数
千
の
兵
を
送
り
、
検
地
を
し
た
こ
と
な
ど
が
ふ
れ
ら
れ
る
。
後
者
⑹
も
、
対
馬
か
ら
戻
っ
た
晋
州
の
僧
が
薩
摩
に
い
る
時
に
や
は
り
琉
球
侵
略
を
知
り
、
王
が
家
康
の
所
ま
で
護
送
さ
れ
、
王
の
弟
は
途
次
に
亡
く
な
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
。
侵
略
の
担
い
手
が
原
秀
忠
と
さ
れ
る
の
も
、「
薩
琉
軍
記
」
な
ど
に
み
ら
れ
ず
、
目
を
引
く
。
い
ず
れ
も
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
時
に
捕
虜
に
な
っ
た
り
拉
致
さ
れ
た
人
々
が
薩
摩
に
渡
り
、
そ
の
見
聞
を
帰
還
し
て
か
ら
伝
え
た
と
い
う
も
の
で
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
薩
摩
の
琉
球
侵
略
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
薩
摩
や
日
本
と
琉
球
、
と
い
う
一
対
一
対
応
の
見
方
と
は
ま
た
違
う
視
界
が
ひ
ら
け
て
く
る
。
薩
摩
の
琉
球
侵
略
は
東
ア
ジ
ア
全
体
に
と
っ
て
も
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
あ
わ
せ
、
中
国
の
冊
封
体
制
へ
の
動
揺
と
し
て
、
明
清
交
替
と
も
か
か
わ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
あ
ら
た
な
時
代
の
展
開
を
引
き
起
こ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
前
後
に
琉
球
を
訪
れ
、
そ
の
世
界
を
後
世
に
伝
え
た
袋
中
の
言
説
は
あ
ら
た
め
て
重
い
意
義
を
担
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
袋
中
の
述
作
は
た
ん
に
古
琉
球
最
後
の
光
芒
の
刻
印
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
全
体
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
見
直
さ
れ
、
読
み
直
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
ろ
う
。
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版
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